
令和07年度 
勤務医・看護職員の負担軽減にかかる計画および評価 
 
 
 

業務の現状・問題点 対応方針 具体的な計画 
達成状況 

令和7 年3 月 令和8 年4 月 

各職種の業務の多様化と連携業務の増加、 
また週末の救急医療により医師・看護師・ 

医療従事者の負担が大きい 

事務部 
・連携業務の応援とチェックによる精度向上 

・現場への職員派遣による支援の精度向上 

・データ分析、統計資料の提供 
□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

薬剤科 

・薬剤師による化学療法への参加 
・病棟保管薬剤の在庫管管理、夜間処方の対応 
・病棟薬剤業務への取り組み 

・夜間救急時の処方対応（時差出勤） 

・医師代行処方入力 
・持参薬管理(切換え時の処方提案) 
・抗がん剤ミキシング、他部署との連携 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

□        95 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

検査科 
・当直医・看護師業務の円滑化の支援 

・病棟在庫検査容器の有効期限管理 
・看護部との連携による業務サポート 
・感染症の届出書類作成、保健所との連携 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ 

□      100 ％ 

□         ％ 

□         ％ 

栄養科 
・入院患者へ多様な食事支援による看護業務軽減 

・配膳時間後および検査後の患者への配膳 
・食事状況、栄養状態評価し内容・携帯の提案 
・退院時の栄養情報提供書の作成 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ 

□       100 ％ 

□         ％ 

□         ％ 

放射線科 
・迅速な対応を行い、業務支援を実施 

・放射線オーダの代行入力 
・医師への早急な画像読影サポート 

・外来、病棟への送迎サポート 
・透視検査時における器材準備、片づけ（エコー等） 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

□       100 ％ □         ％ 

リハビリテーション科 
・積極的な業務支援の実施 

・松葉杖歩行指導 
・各種診断書の計測 

・長谷川式スケール計測（HDS-R） 

□        80 ％ 

□        70 ％ 

□       325 ％ 

□         ％ 

□         ％ 

□         ％ 

地域医療連携室 ・入退院支援の促進 ・入退院支援加算算定の促進、早期退院支援 □       100 ％ □         ％ 

～令和7年4月現在の勤務医の勤務状況～ 
  ○ 病床数  ： 180床（2床休床）: 一般60床、地域包括51床、 

療養24床、回復ﾘﾊ 45床  (介護医療院16床) 
  ○ 医師数  ： 常勤医師 13名（うち、短時間正規雇用1名） 
                非常勤医師30名（うち、救急当直担当11名） 

  ○ 平均業務時間  ： 週41時間  ○ 平均当直回数 ：月2～3回 

～当院の取り組み～ 

当病院は、金・土・日曜日の週3日間二次救急を担っており、特に救急当直を行う常勤医師の負担が大きい為、非常勤医師（愛媛大学、地域医療機

関、県外在住の医師等）の協力のもと医師の負担軽減に努めている。現在、救急当直を担当する非常勤医師が 11名、土・日の外来診療を担当する

非常勤医師が 14名勤務している。また、育児支援制度の整備を行い女性医師の確保に取り組み、2名の女性医師が外来診療及び休診日の日直を担

当している。今年度からは、院内で働く全ての医療従事者の負担軽減を考えていくような取り組みを行う。具体的取り組み内容は以下の通りである。 

① 常勤医師に救急日の当直をさせない勤務体制を整える。 

② ICTを活用した業務負担軽減を推進する（急性期医療連携ネットワークの整備）。 

③ 勤務医看護師負担軽減対策委員会からタスク・シフト/シェア:推進委員会へ名称を改め他職種がお互いの事を助け合う職場環境を目指す。 

 


